
第４章 関係資料 
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２ 第 2回及び第 3回運営指導委員会議事録 

第２回運営指導委員会 議事録 

１ 期 日：平成 30 年 2 月 27 日(火) 12:40～13:45 

２ 場 所：天草市民センター和室 

３ 出席者：運営指導委員 7 名、熊本県教育庁関職員 

      天草高校関係職員 
４ 内容（司会：市川委員長） 

【牛田課長挨拶】SSH 指定になり１年がたち、様々な御助

言を受けて天草高校の SSH が確実に進んできている。

SSH では様々な成果があるが、地学分野の研究が県で最優

秀になり総文祭に出場する。指定１年目は実際に動き始め

るのが夏からなので、なかなか難しい。しかし天草高校は

期待以上のことをやってくれている。 

【前田校長挨拶】以前 SSH に関わったので、その面白さ

も大変さも分かるし、パワーが必要なのも分かる。動き出

すと生徒が生き生きと活動してくれる。英語での発表は、

英語科の負担は増えるが、英語への興味などの数値もあが

っている。SSH を通して、自ら英語の学習をしてほしい。 

【研究協議：天草高校の SSH 事業の方向性について】   

① 地域をテーマにした探究活動についての協議      

【渥美委員】藻の話で私の部下が講義を行った。これがス

ミレモの研究に結びついていて、発展があったように思え

る。企業なので藻を提供するのは簡単ではないが、今後も

生徒のためになる講義などをしていきたい。 

【井上】連続講義の成果はあった。連続講義がないと生徒

の研究分野が偏る。講義では医療系などを外し、科学的な

ものの面白さについて講義をしていただいた。農業は、事

前打ち合わせで「オランダ式農業」の話になる予定だった。 

【田丸委員】講義のあとに、「今回の講義をうけて、天草で

できることはなんだろうか」みたいなレポートのようなも

のを作らせるのはどうか。それを講師に見せると、講演に

生かせる。講演の内容にいい形のバイアスがかかる。 

【渡邉委員】ASⅠとⅡの違いについて意識を変えていく必

要がある。ただの繰り返しではいけない。特にⅡとⅠの違

いについて焦点化するとよい。また、地域はなくなるのか。 

【市川委員】物理分野で地域を扱うのは確かに難しいが、

地域を入れる努力をするのは大事。 

【田丸委員】学生は自由な発想をするが、思いついたこと

を天草にどのように還元するのかを常に考えておけばよ

い。「天草への還元」が意識の中に根付いてほしい。 

② アクティブラーナーを育てるについての講義     

【井上】次年度は自学力育成プロジェクトを立ち上げる。

朝課外を自学に変える。それによって、授業の変化や、自

学などによる生徒の変容を調査していく。 

【渡邉委員】生徒の変容がすごく大事。特に科学的な思考

力や探究力の変容を調査すべき。本当に大事なのは表現力

より応答力。人の意見にコメントをだすと思考力が高まる。

このようなものを授業に取り入れてほしい。 

【松田】若い先生が多く、皆よく頑張っている。授業テー

マを私に伝え、見に来てほしいという先生もいる。 

【岩井委員】日帰りで、電気泳動までやった。同じ SSH 指

定校の錦江湾高校は常時鹿児島大に来てくれ、ゲノム解析

までやっている。大学レベルの内容で、学会でやっている

ようなことまでできている。 

【橘委員】遠隔通信は、高校でどれくらい質問を取りまと

めるのかが大切だ。当日の話は盛り上がった。大学との通

信は、人数をしぼってやればいつでもできる。 

③科学者に学び、科学者として活動するについての協議  

【橘委員】高校１年生は中学を出てすぐの状態。その状態

ではパワポとエクセルは大きな壁となる。高校で少しその

辺を考えてほしい。エクセルは夏までは全くダメ。今年は

指導が大変だったのでは。正規のカリキュラムではパワポ

もエクセルも行わないはず。 

【渡邉委員】生徒の変容をアンケートで全体の割合を出し

ているが、個別の学習履歴もほしい。ホワイトボードでの

議論の様子とかが残っていれば素晴らしい。 

【田丸委員】採択前と後で理系希望者の数の変容を調べる

のも 1 つのデータと思う。学生同士で行うプレゼンテーシ

ョンのリアクションのおかげで、その研究がどのように進

んでいったのか・・・が分かるような形で残ると活性化さ

れる。学生同士の意見がその後どのような形に発展したみ

たいなことが残ればよい。 

【田口委員】「天草のことを知らなければならない」という

生徒がいたが，中学生が地元のことを知ることができるよ

うな研究を行ってほしい。質問力養成は難しい。プログラ

ミング学習で、高校生が作り出したカードはすばらしい。 
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２ 第 2回及び第 3回運営指導委員会議事録 

第２回運営指導委員会 議事録 

１ 期 日：平成 30 年 2 月 27 日(火) 12:40～13:45 

２ 場 所：天草市民センター和室 

３ 出席者：運営指導委員 7 名、熊本県教育庁関職員 

      天草高校関係職員 
４ 内容（司会：市川委員長） 

【牛田課長挨拶】SSH 指定になり１年がたち、様々な御助

言を受けて天草高校の SSH が確実に進んできている。

SSH では様々な成果があるが、地学分野の研究が県で最優

秀になり総文祭に出場する。指定１年目は実際に動き始め

るのが夏からなので、なかなか難しい。しかし天草高校は

期待以上のことをやってくれている。 

【前田校長挨拶】以前 SSH に関わったので、その面白さ

も大変さも分かるし、パワーが必要なのも分かる。動き出

すと生徒が生き生きと活動してくれる。英語での発表は、

英語科の負担は増えるが、英語への興味などの数値もあが

っている。SSH を通して、自ら英語の学習をしてほしい。 

【研究協議：天草高校の SSH 事業の方向性について】   

① 地域をテーマにした探究活動についての協議      

【渥美委員】藻の話で私の部下が講義を行った。これがス

ミレモの研究に結びついていて、発展があったように思え

る。企業なので藻を提供するのは簡単ではないが、今後も

生徒のためになる講義などをしていきたい。 

【井上】連続講義の成果はあった。連続講義がないと生徒

の研究分野が偏る。講義では医療系などを外し、科学的な

ものの面白さについて講義をしていただいた。農業は、事

前打ち合わせで「オランダ式農業」の話になる予定だった。 

【田丸委員】講義のあとに、「今回の講義をうけて、天草で

できることはなんだろうか」みたいなレポートのようなも

のを作らせるのはどうか。それを講師に見せると、講演に

生かせる。講演の内容にいい形のバイアスがかかる。 

【渡邉委員】ASⅠとⅡの違いについて意識を変えていく必

要がある。ただの繰り返しではいけない。特にⅡとⅠの違

いについて焦点化するとよい。また、地域はなくなるのか。 

【市川委員】物理分野で地域を扱うのは確かに難しいが、

地域を入れる努力をするのは大事。 

【田丸委員】学生は自由な発想をするが、思いついたこと

を天草にどのように還元するのかを常に考えておけばよ

い。「天草への還元」が意識の中に根付いてほしい。 

② アクティブラーナーを育てるについての講義     

【井上】次年度は自学力育成プロジェクトを立ち上げる。

朝課外を自学に変える。それによって、授業の変化や、自

学などによる生徒の変容を調査していく。 

【渡邉委員】生徒の変容がすごく大事。特に科学的な思考

力や探究力の変容を調査すべき。本当に大事なのは表現力

より応答力。人の意見にコメントをだすと思考力が高まる。

このようなものを授業に取り入れてほしい。 

【松田】若い先生が多く、皆よく頑張っている。授業テー

マを私に伝え、見に来てほしいという先生もいる。 

【岩井委員】日帰りで、電気泳動までやった。同じ SSH 指

定校の錦江湾高校は常時鹿児島大に来てくれ、ゲノム解析

までやっている。大学レベルの内容で、学会でやっている

ようなことまでできている。 

【橘委員】遠隔通信は、高校でどれくらい質問を取りまと

めるのかが大切だ。当日の話は盛り上がった。大学との通

信は、人数をしぼってやればいつでもできる。 

③科学者に学び、科学者として活動するについての協議  

【橘委員】高校１年生は中学を出てすぐの状態。その状態

ではパワポとエクセルは大きな壁となる。高校で少しその

辺を考えてほしい。エクセルは夏までは全くダメ。今年は

指導が大変だったのでは。正規のカリキュラムではパワポ

もエクセルも行わないはず。 

【渡邉委員】生徒の変容をアンケートで全体の割合を出し

ているが、個別の学習履歴もほしい。ホワイトボードでの

議論の様子とかが残っていれば素晴らしい。 

【田丸委員】採択前と後で理系希望者の数の変容を調べる

のも 1 つのデータと思う。学生同士で行うプレゼンテーシ

ョンのリアクションのおかげで、その研究がどのように進

んでいったのか・・・が分かるような形で残ると活性化さ

れる。学生同士の意見がその後どのような形に発展したみ

たいなことが残ればよい。 

【田口委員】「天草のことを知らなければならない」という

生徒がいたが，中学生が地元のことを知ることができるよ

うな研究を行ってほしい。質問力養成は難しい。プログラ

ミング学習で、高校生が作り出したカードはすばらしい。 

第３回運営指導委員会 議事録 

１ 期 日：平成 30 年 7 月 10 日(火) 13:25～15:25 

２ 場 所：天草高校会議室 

３ 出席者：運営指導委員 9 名、熊本県教育庁関職員 

      天草高校関係職員 

４ 内容（司会：市川委員長） 

【廣瀬審議員挨拶】天草高校に勤めた頃、毎朝、登校指導

をしていると、7:10 にカワセミの雄が同じ場所にとまって

いた。その後の行動も毎朝同じ。カワセミの行動を知り、

観察の楽しさを学んだ。地域の豊かな自然を生かした探究

力を育成し、地域に誇りを持つことが大切。日常生活の中

で観察をすることを大切にしてほしい。 

【平田校長挨拶】天草高校の SSH がどのような取り組み

をしており、どのような課題をもっているか私自身も勉強

しながら、今後の活動に活かしていきたい。 

【研究協議：天草高校 SSH 事業の方向性について】    

【田丸委員】ASⅠと ASⅡの位置づけは。ASⅠで完結させ

ているのか、2 年間の見通しで研究を行っているのか。例

えば、ASⅠは気付きをテーマにするとか、ASⅡは成果を

テーマにするとか。明確化すべきではないか。「やりました」

ではもったいない。 

【渡邉委員】70 年代に探究学習が注目されたときがあっ

た。探究のスキルを身に着け、経験し、探究活動が何かわ 

かる(メタ認知)の 3 段階が探究活動である。実際、スキル

がかろうじて身についたが、探究を経験させることが十分

にできず、メタ認知は全くできなかった。天草高校はメタ

認知を目指しているように感じられる。 

【田丸委員】科学部の募集は春と秋の 2 回行うのが必須で

はないか。AS で研究活動に興味を持って入部という流れ

が自然だと感じる。また、科学部の方がアドバンテージが

なければ入部する意味が見い出せないと思う。現状、科学

部と ASⅡは同じ立場だが、熱量が違うように感じる。理

想は ASⅡ全員が科学部ではないか。 

【渡邉委員】指導力より指導観ではないか。学ぶのは生徒。

生徒がしっかりと考えて学ぶ。探究以前の問題。本や資料

を参考にしすぎると、そこで研究が終わってしまう場合が

ある。指導力とは、生徒の学ぶ姿勢を見て適切にアドバイ

スできる力。子どもの姿を受けてどう返すかが探究に必要

な指導観ではないだろうか。 

【渥美委員】PDCA を何度も行うことではないか。生徒も

指導者も PDCA を続けて、習慣にすることが大切。 

【渡邉委員】自学力育成プロジェクトは 40 年前小学校で

実施されていた。当時はノートを渡して勉強させるという 

形式。自学ノートをつくるべき。自ら学ぶノートで 

学びのプロセスを残す必要がある。 

【橘委員】ノートに賛成。人が見てもわかるノートのクオ

リティを目指すべき。 

【田丸委員】AS を通して普段の生活がかわる、朝自学を

通して勉強の仕方がわかる、将来が見えるなどその方向に

導ければいいと思う。最初はある程度レールを引くことが

必要。自分の学びがどこまで本当か振り返ったり、解けた

問題がなぜ解くことができたのか振り返ったりすること

が大切。 

【田口委員】自分の自学の取り組みが正しいものなのか振

り返る時間が必要だと感じる。低学力の生徒ほどわからな

いものである。1 週間ごとに振り返り、他者の状況を確認

して参考にすることも必要ではないか。 

【渥美委員】「油の増産」というテーマがあるが、例えばオ

リーブオイルや椿油の搾り方など調べてみてはどうか。生

活に密着するテーマは生徒に伝わりやすいのでは。また、

愛知で天草出身の方など、全国で活躍している OB も知っ

ている。活用してみたらどうか。母校愛を活用すると SSH

の継続につながっていくのではないか。 

【渡邉委員】例えば、3 年目の成果として、地域に提案す

ることなどは期待できるか。 

【井上】ASⅢが始動する。来年度の SSH の発表を天草市

役所の新庁舎等で行い、市役所の方々に向けた提案はでき

ると思う。 

【橘委員】統計学について教えることはないのか。課題研

究の傾向として、数値の取り扱いが甘いため教える必要性

を感じている。平均値が万能と認識されている。研究を行

うのであれば、統計学の学習をしてほしい。 

【市川委員】まとめとして、生徒と先生方が楽しんで活動

することが大切だと思う。皆さまから様々なご意見をいた 

だきありがとうございました。 
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３ 報道関係資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 報道関係資料

 
市政だより天草 平成 30 年 10 月号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    平成 30 年(2018 年)10 月 10 日(水) 熊本日日新聞 
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３ 報道関係資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 報道関係資料

 
市政だより天草 平成 30 年 10 月号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    平成 30 年(2018 年)10 月 10 日(水) 熊本日日新聞 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 30 年(2018 年)12 月 19 日(水) 読売新聞 
 

 
平成 31 年(2019 年)1 月 11 日(金) 熊本日日新聞 
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４ アンケート集計結果 

ⅰ)自然科学アンケート集計結果(4段階評価) 

■平成 29年度入学生(現 2年生)自然科学アンケート変容結果 

※点線は、平成 28年度入学生(SSH指定以前入学)の 3年生 1月の平均値を表す。 

 

■平成 30年度入学生(現 1年生)自然科学アンケート変容結果 

※点線は、平成 28年度入学生(SSH指定以前入学)の 3年生 1月の平均値を表す。 

■平成 29年度入学生(現 2年生)自然科学アンケート変容結果【過回比較】 
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４ アンケート集計結果 

ⅰ)自然科学アンケート集計結果(4段階評価) 

■平成 29年度入学生(現 2年生)自然科学アンケート変容結果 

※点線は、平成 28年度入学生(SSH指定以前入学)の 3年生 1月の平均値を表す。 

 

■平成 30年度入学生(現 1年生)自然科学アンケート変容結果 

※点線は、平成 28年度入学生(SSH指定以前入学)の 3年生 1月の平均値を表す。 

■平成 29年度入学生(現 2年生)自然科学アンケート変容結果【過回比較】 

 

 

ⅱ)SSH意識調査(上段：職員、下段：保護者) 

 

 

 

Q2:今年度のＳＳＨ事業をどの程度知っていますか

Q3:SSH事業に携わりましたか

Q4:SSH事業成果の広報に有効であると思うもの（※複数選択可）

Ｈ30年度　職員による天草高校SSH意識調査アンケート集計結果
Q1:天草高校のＳＳＨ研究開発課題を知っていますか H30.2月実施

※学年所属なしの先生方の回答は、
全体集計に含められています。

58.0

36.0

60.0

76.0

68.0

42.0

48.0

66.7

26.7

66.7

93.3

66.7

13.3

40

35.7

35.7

35.7

71.4

71.4

50

42.9

71.4

28.6

64.3

57.1

57.1

35.7

50

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

学校の説明

生徒の説明

SSH通信

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

新聞

天草ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ

SNSによる発信

全体 1学年職員 2学年職員 3学年職員

実施要項の配布や

SSH通信の発行等が

主な通知の仕方です。

やはり、主対象で活動

する生徒の姿が見える

ことが大事だと思いま

した。

研究成果の広報はSSH事業に含まれます。今年

度から、ホームページ管理をSSH研究部が行っ

ており、ほぼ毎日更新しました。また、天草サ

イエンスアカデミーやイルカラボとの共同研

究、科学部の研究紹介等、昨年度よりも多く新

聞記事に取り上げられました。外部に発信する

ことで、生徒・職員の思考が外向きに代わり、

地域に対する貢献もできると考えます。

SNSによる発信は、効果があると思いますので

継続審議します。

90

93.3

85.7

85.7

10

6.7

14.3

14.3

全体

1学年職員

2学年職員

3学年職員

知っている 知らない

78

93.3

92.9

50

14

0

0

35.7

8

6.7

7.1

14.3

0

0

0

0

全体

1学年職員

2学年職員

3学年職員

70%以上 50%～70% 1%～50% 0%

72

100

71.4

35.7

28

0

28.6

64.3

全体

1学年職員

2学年職員

3学年職員

携わった 携わっていない

昨年度のアンケートで

携わったと答えた割合

は53%。特に、今年

度は、2学年の先生方

が携わったと答えてい

ます。2年ASクラス

ができたことや、英語

科によるプレゼン指導

が行われたためだとい

えます。

Q5:生徒の科学技術に対する興味・関心・意欲が増しましたか

Q6:生徒の科学技術に関する学習に対する意欲が増しましたか

Q7:天草高校ＳＳＨ事業に求めること

Q8:SSHが指導力向上に役立つと思いますか

14

46

72

64

36

26

70

40

44

52

30

36

44

13

67

80

73

33

20

67

27

47

53

33

27

27

7

29

57

36

36

29

79

36

50

36

29

36

36

29

43

71

79

21

7

57

50

21

57

29

43

64

理科や数学に割り当てが多い時間割

科学者や技術者の特別講義や講演会

大学や研究所、企業などでの体験学習

地域課題を解決するための課題研究

自然科学系コンテストへの参加

人文科学系コンテストへの参加

プレゼンテーション能力育成

英語で発表する能力を高める学習

他校との交流

海外の生徒との交流

海外の生徒との共同研究

海外の大学や研究所などの訪問

国際学会やシンポジウムへの参加

全体 1学年職員 2学年職員 3学年職員

今年度、課題研究の指導法と

いう職員研修を実施しまし

た。探究の視点を全職員が共

有し、全教科を通して指導す

ることは、生徒にとって大き

な力になるといえます。

SSH事業が生徒の役に

立っているかという問

いです。

昨年度より、1学年職

員からの回答数値が低

くなっています。

逆に、2学年職員の数

値は高くなっており、

ASクラスを中心とした

科学分野における生徒

の意識の変容が、他の

生徒にも好影響を与え

ているためではないか

と考えます。

黄色のグラフに着目してくださ

い。3学年の先生方からの回答で

す。体験学習や課題研究、外部

発表の機会など、生徒の活動の

場が多くあることを求めると

いった回答となっています。や

はり、受験期にも、そのような

力が求められていることが分か

ります。

また、昨年度より、海外との交

流等の項目が増加しています。

韓国やマレーシアでの研修もあ

り、先生方にとっても海外が身

近なものになってきたといえま

す。

16
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14.3

14.3

62

53.3

64.3

64.3

20

33.3

21.4

14.3

2

0

0

7.1

全体

1学年職員

2学年職員

3学年職員

大変向上 向上 やや向上 効果なし
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14.3

14.3

46

26.7

64.3

50
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53.3

21.4

28.6

4

6.7

0

7.1

全体

1学年職員

2学年職員

3学年職員

大変向上 向上 やや向上 効果なし

22

33.3

21.4

14.3

40

26.7

28.6

50

36

40

50

28.6

2

0

0

7.1

全体

1学年職員

2学年職員

3学年職員

大変思う 思う 少し思う 思わない

Q3:今年度実施・参加したＳＳＨ事業をどの程度知っていますか

Q4:天草高校のSSH事業を知ったきっかけは何ですか（※複数選択可）

Q1:天草高校がＳＳＨの指定校であることを知っていますか Q2:天草高校のＳＳＨ研究開発課題を知っていますか

Ｈ30年度　保護者による天草高校SSH意識調査アンケート集計結果

Q2の昨年度の認知度は50%でしたので、全

体的にアップしているといえます。

研究開発課題を「地域を探究する」「主体性

等の能力」「世界に飛躍する」といった3つ

の項目に分けてご理解下さるとありがたいで

す。

また、今年度から新設された2年ASクラス

は、ほとんどのSSH事業に参加しますの

で、保護者の認知度も高くなっています。
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理科や数学に割り当てが多い時間割

科学者や技術者の特別講義や講演会

大学や研究所、企業などでの体験学

習

地域課題を解決するための課題研究

自然科学系コンテストへの参加

人文科学系コンテストへの参加

プレゼンテーション能力育成

英語で発表する能力を高める学習

他校との交流

海外の生徒との交流

海外の生徒との共同研究

海外の大学や研究所などの訪問

国際学会やシンポジウムへの参加

全体 1年 2年文系 2年理系 2年AS 3年文系 3年理系

少し見にくいグラフとなりま

したが、講演会や体験学習、

プレゼン力育成といった項目

が、総じて求められているこ

とがわかります。

海外の生徒との交流は、2年

文系と2年ASクラスが高く

なっていますが、これは、土

坪高校とマレーシアに中心と

なって参加した生徒がいたた

めだと考えられます。

天草高校のSSH事業は、理

系分野だけでなく、先日開催

された地歴のコンテストに

ASⅠ等から生まれた課題研

究を発表するなど、様々な分

野に波及しています。
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５ 課題研究一覧                                       

【ASⅡ】 

1.天草のメダカの生態系調査と環境づくり 

2.地震から﨑津を守る 

3.藻から採れる油の増加のための研究 

4.水の流れを利用した簡易発電機を作る 

5.手洗いは天草生まれの石鹸で決まりばい！ 

6.トマトのストレス栽培 

7.味覚と視覚の関係性 

8.天草のイルカの生態         

9.赤潮予報～いつ起こる？赤潮！～ 

10.ウミホタルの生物発光について                                                                        

【ASⅠ】 

11.銀天街をもっと明るく！  

12.天草のばんかんを使ったドレッシング                  

13.Amakusagram ～天草一周ツアー～  

14.外国の人に天草を PRするために                     

15.天草の企業と課題      

16.移住について  

17.方言のほうが感情をのせやすいのか？ 

18.天草の観光客を増やすために 

19.天草のインスタ映えスポットと祭り 

20.犯罪 0の天草へ 

21.子どもの遊びと幼児教育・保育の無償化                 

22.天草の財政と政策の吟味                        

23.学生が英語を使って案内しよう！                    

24.天草を活性化させよう！！  

25.ボランティアの『透明化』                       

26.天草のお茶について                          

27.天草のみかんを使って商品開発                    

28.天草大王のおいしさ                          

29.衹園橋はなぜ崩れないのか？                      

30.ドローンを使った光合成の解析                     

31.天草に海中水族館をつくろう                      

32.天草の海藻の有効利用        

33.ヒオウギ貝の new colorを作る                     

34.天草の水産業と観光の関わり                      

35.THE WAVE                                

36.津波が及ぼす天草への被害                       

37.潮間帯に生息する生物について                     

38.魚の養殖を盛んにしよう                        

39.身近な植物から油を採取する                      

40.有明海と八代海の違い                         

41.天草のイルカと天草の海                        

42.メダカの現在                             

43.中流と下流のハゼの大きさの違い                    

44.富岡半島の曲崎について                        

45.天草の地形と災害の関係                        

46.外来種 in 天高                             

47.天草の医療進歩について                        

48.日焼け止めの代用品を探そう！                     

49.液体による薬の溶け方の違い                    

50.身近なものにはどれだけ汚れがついている

のか 

51.発酵食品は本当に健康にいいのか？                   

52.看護の現状と高齢化                                                                 

【科学部】 

科学部 1 

 バーチャルリアリティ機器を活用した避難訓

練～疑似的な夜間避難の実施～ 

 

科学部 2 

 ５０年後の熊本は・・・。 

～珪藻・花粉分析からの海水準変動予測～ 

 

科学部 3 

 天草のゲンジボタルについて         
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